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四谷の千枚田地元耕作者 (年齢) 
丸山 俊明 (77) 丸山  功  (58) 高橋賀津男  (47) 金古 浩一 (46) 
夏目 宏一 (65)  高橋 伸治 (68) 高橋 孝行  (60) 古田  太  (48) 
今泉 雅男 (64) 今泉 良治 (72) 稲熊 冨平 (44) 小山 孝夫 (53) 
小山 泰弘 (63) 小山傳次郎 (63) 小山 秀夫 (66) 小山 柳二 (71) 
松下  誠  (49) 小山 舜二 (66) 村雲 伸一 (54) 原田 佳治 (45) 
丸地 光代 (65) 平均年齢 59 才 まだまだ若い！がんばるでのん♪♪ 
 
本年の主な行事    
・ 市民の主張の会(1 月 21 日 自然・人・未来「千枚田サミットがくれたもの」 

～今、わたしたちができること～) 連谷小学校 
・ 「食と緑が支える県民の豊かな暮らしづくり」県知事賞受賞(1 月 28 日) 
・ 奥三河芸能祭「はねこみ」披露(3 月 12 日 於：新城文化会館) 身平橋共進連 
・ 名古屋地理学会巡検(3 月 24 日 棚田の現状や環境、保存の努力について) (舜) 
・ 千枚田入り口周辺の草刈り(4 月 22 日) 保存会 
・ 「長篠合戦祭り」にタニシを奉納(5 月 5 日 長篠城趾) 
・ ヤニー先生(国際交流)学校田で児童と泥まみれになり代掻きを行う(5 月 8 日) 
・ 三河の山里ツーリズム(田植え、田の草取り、稲刈り、自然観察、餅つき)  

三河の山里活性化事業実行委員会・県地域振興課主催 (舜)協力 
・ みんなの奥三河(田植え、自然観察、稲刈り、餅つき)  

新体験交流ガイド 県・市・やまびこの丘主催 田吾作協力 
・ こども農学校(田植え、田の草取り、稲刈り等) JA 主催 高橋会長協力 
・ みんなで灯そう千枚田(6 月 3 日 棚田に 600 本のロウソクを灯す) お助け隊主催 
・ NHK ウイークエンド中部 (石積と景観 6 月 10 日放映) (舜) 
・ 「豊かなむらづくり」農水大臣賞受賞(6 月 29 日 現地調査) 連谷校区 
・ 棚田ネットワーク会報 6 月号に「みんなで灯そう千枚田」を寄稿 (舜) 
・ 東海市中学生の千枚田見学 鳳来寺の「山の家」に宿泊、訪れる(夏休み中) 
・ 三遠地方民俗と歴史研究会巡検(8 月 13 日 千枚田の石積と念仏踊り見学) (舜) 
・ 千枚田と石仏散策(8 月 27 日 岡崎市ウオーキングクラブ 180 名) (舜)ガイド 
・ 「ふるさと水と土指導員」18 年度活動支援として鍬、備中、唐鍬、スコップ、厚

鎌、稲刈鎌等農具を県農水事務所建設課から支給される (舜)管理 
・ 景観整備(9 月 3 日 ふれあい広場の草刈り) お助け隊、保存会 
・ 里山ウオーキング(9 月 7 日 名古屋カルチャーセンター主催) (舜)ガイド 
・ 第 12 回全国棚田サミット(10 月 6～7 日 32 名参加) 宮崎県日南市 坂元棚田 
・ 支援活動受け入れのための準備(10 月 9 日、14 日 草刈り、地拵え) 保存会 
・ アストラゼネカ社支援活動(11 月 1 日 千枚田周辺の植樹、藁切り、藁撒き、石崖

及びふれあい広場の草取りが行われた。この日、AZ 社全社員 3,000 名は全国 40
箇所の棚田で支援活動を実施した) 田吾作、棚田っ娘、お助け隊、保存会対応 

・ 愛知県教育長連谷小学校訪問(11 月 9 日 県教育事務所長、市教育長ほか僻地校関

係者 20 名 千枚田の現地において歴史、現状、環境について説明) (舜) 
・ むらの伝統文化顕彰 身平橋の「はねこみ」が伝統芸能の部でデータブックに掲載 

(美しいふるさと・国づくり推進事業 :オーライニッポン・農水省主催)  (舜) 
・ お助け隊 制服、制帽新調(11 月 18 日) 
・ エコドライブラリー(11 月 18 日「奥三河“味・走”選手権！」新城ラリー2006

関連事業 四谷の千枚田が第 1 チェックポイントになり湯茶、おにぎりで接待) 
協力：お助け隊、千枚田のおっ母さん 

・ 連谷小学校「ふれあい教室」(11 月 26 日) 校区住民が多数参加した。 
・ 餅つき大会(12 月 10 日) 田吾作主催 お助け隊協力 



餅
つ
き
大
会 

師
走
迫
る
十
二
月
十
日(

日)

、
ふ
れ
あ

い
広
場
で
田
吾
作
主
催
お
助
け
隊
協
力

の
餅
つ
き
大
会
が
開
か
れ
、
都
市
交
流
が

図
ら
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
田
吾
作
が
有
機
無
農
薬
で
栽

培
し
た
自
慢
の
糯
米
「
鈴
原
糯
」
で
つ
き

た
て
の
伸
し
餅
や
草
餅
、
ま
た
、
イ
ノ
シ

シ
の
焼
き
肉
、
手
巻
き
寿
司
な
ど
を
訪
れ

た
人
達
に
大
判
振
舞
い
、
大
変
喜
ん
で
戴

き
ま
し
た
。 

こ
の
催
し
も
恒
例
と
な
り
、
今
年
は

「
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
、
み
ん
な
の
奥
三

河
」
の
参
加
者
も
交
え
、
二
百
人
を
越
す

大
勢
の
方
達
で
賑
や
い
ま
し
た
。 

ふ
れ
あ
い
教
室(

収
穫
祭) 

 

連
谷
小
学
校
で
は
十
一
月
二
十
六
日

(

日)

、
恒
例
の
ふ
れ
あ
い
教
室
が
校
区
の

皆
さ
ん
を
招
待
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。 

当
日
は
、
子
供
た
ち
が
千
枚
田
で
収
穫

し
た
糯
米
で
餅
を
つ
き
、
訪
れ
た
校
区
の

人
達
た
ち
と
一
緒
に
餅
つ
き
を
し
た
り
、

つ
き
た
て
の
餅
を
食
べ
た
り
、
お
年
寄
り

が
用
意
し
た
昔
の
遊
び
「
紙
玉
鉄
砲
、
こ

ま
、
お
は
じ
き
、
お
手
玉
、
ひ
も
、
折
り

紙
、
ビ
ー
玉
、
竹
と
ん
ぼ
、
紙
飛
行
機
、

け
ん
玉
な
ど
で
子
供
と
お
年
寄
り
と
の

対
戦
で
盛
り
上
が
り
、
時
間
の
た
つ
の
も

忘
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。 

午
後
は
学
芸
会
で
、
舞
台
と
ス
ク
リ
ー

ン
の
掛
け
合
い(

一
・
二
年
生)

、
た
っ
た

二
人
で
の
演
技(

三
年)

、
全
校
十
一
人
で

の
歌
と
楽
器
、
当
日
は
最
高
の
演
技
が
で

き
ま
し
た
。 

し 

め 

縄 

千
枚
田
で
「
田
吾
作
」
が
有
機
・
無
農

薬
栽
培
し
た
稲
藁
が
日
本
一
の
高
さ
を

誇
る
鳳
来
寺
の
傘
杉
と
竹
島
の
八
百
富

神
社(

蒲
郡
市)

の
し
め
縄
と
し
て
飾
ら

れ
ま
し
た
。 

海
老
の
中
川
さ
ん
入
選
！ 

中
日
新
聞
操
業
百
二
十
周
年
記
念
「
未

来
に
残
し
た
い
中
部
の
風
景
」
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
に
海
老
の
中
川
晴
男
さ
ん
が

「
棚
田
の
灯
」
と
題
し
て
応
募
し
た
作
品

が
全
国
千
二
百
六
十
四
点
の
中
か
ら
見

事
入
選
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。 

 

こ
の
、
作
品
展
は
来
年
の
一
月
十
二
日

か
ら
十
七
日
ま
で
、
富
士
フ
ォ
ト
サ
ロ
ン

名
古
屋
で
開
催
さ
れ
ま
す
。 

げ
な
げ
な
噺 

 

境
場
の
お
し
ゃ
も
じ
様 

境
場
の
道
端
の
山
際
ん
と
こ
に
、
ど
う

い
う
云
わ
れ
が
あ
る
か
知
ら
ん
が
「
お
し

ゃ
も
じ
様
」
っ
ち
ゅ
う
石
が
あ
る
だ
ら
ぁ

～
、
あ
り
ゃ
あ
、
昔
、
子
供
が
熱
が
で
た

り
風
邪
を
引
い
た
り
し
た
時
に
の
ん
・
・

「
豆
を
炒
っ
て
ひ
と
か
ら
あ
げ
る
で
、
治

し
て
お
く
れ
ま
し
ょ
う
」
ち
ゅ
っ
て
、
炒

っ
た
豆
を
お
し
ゃ
も
じ
様
に
捧
げ
て
治

し
て
も
ら
っ
た
だ
も
ん
だ
げ
な
・
・
ふ
ぅ

～
ん
、
そ
い
で
、
「
ひ
と
か
ら
」
ち
ゅ
う

の
は
何
ん
な
ん
だ
ん
・
・
「
ひ
と
か
ら
」

っ
ち
ゅ
う
の
は
の
ん
、
「
食
べ
ん
で
全
部

や
る
」
ち
ゅ
う
こ
っ
た
だ
げ
な
・
・
・ 

上
眞
菰
の
繁
蔵
様 

上
眞
菰
の
金
比
羅
様
の
お
御
坂
の
横

ん
と
こ
に
や
ぁ
、
お
祠
が
あ
る
だ
ら

ぁ
・
・
あ
り
ゃ
あ
の
ん
、
繁
蔵
様
っ
ち
ゅ

っ
て
や
ぁ
、
歯
が
痛
い
と
時
に
の
ん
、
お

願
い
せ
る
と
治
る
だ
そ
う
だ
げ
な
ぞ

ん
・
・
・ 

諸
石
の
イ
ボ
洗
い 

松
下
の
池
貝
津
の
や
ぁ
、
諸
石
ん
所
に

「
イ
ボ
洗
い
」
っ
ち
ゅ
う
の
が
あ
る
の
を

知
っ
と
る
か
ん
・
・
昔
し
ゃ
あ
、
何
で
だ

か
知
ら
ん
が
、
何
奴
も
此
奴
も
、
や
た
ら

に
イ
ボ
ん
み
た
い
な
物
が
出
来
り
ゃ
が

っ
た
だ
の
ん
、
そ
い
で
、
イ
ボ
が
出
来
る

と
「
イ
ボ
洗
い
」
の
水
で
イ
ボ
を
洗
う
と

イ
ボ
が
取
れ
た
も
ん
だ
だ
げ
な
・
・ 

あ
の
「
イ
ボ
洗
い
」
の
水
は
上
の
山
の

仏
岩
山(

ぶ
つ
が
ん
ざ
ん)

か
ら
染
み
出
と
る

そ
り
ゃ
ぁ
、
有
り
難
い
水
だ
で
、
そ
い
で

御
利
益
が
あ
る
じ
ゃ
ぁ
な
い
ず
ら
か
の

ん
・
・
・ 

昔
ゃ
あ
、
お
医
者
様
に
行
か
ん
で
も
あ

っ
ち
こ
っ
ち
に
あ
る
石
神
様
に
頼
み
ゃ

ぁ
、
病
は
治
っ
た
づ
ら
か
の
ん
・
・ 

知
ら
ん
が
、
そ
う
だ
っ
た
ず
ら
ぁ
・
・ 

行 
 

平
成
十
八
年
十
二
月
二
十
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千
枚
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